
販売・発注・在庫・通販の
複数のシステムをPCAによって一元化。
メンテナンスの負担も減り、
確実な在庫管理・迅速な販売予測を実現。

プロファイル

・複数に別れて運用していたシステムを一元化したい。併せて業務の効
率化を図りたい。

・ハード・ソフトのメンテナンス負担を軽減したい。

・無限に広がっていく商品名を管理したい。

・PCA製品で一元化したことで、データの連携も実現。マスターのエクスポート時間
が一晩から約1時間へと圧倒的に短縮。棚卸の準備にも困らない。 充実した在庫管
理メニューによって実在庫・帳簿在庫の管理も容易に。 仕入予測や仕入実績確認、
売上分析等の分析機能で分析時間の短縮や経営判断のスピード化にも成功。

・『PCAクラウド』※1によってサーバーメンテナンスは不要。各拠点からリアルタイム
で同じ会計データを共有でき、自宅からの入力作業も可能に。 またインストール台
数の制限が無いので業務別に入力するパソコンを限定せず設定・利用可能。

・CSVデータの取り込みが可能なため、外付けの機能からのデータもスムーズにイ
ンポートできる。

導入効果

導入システム

導入の狙い

“渋谷レコードカルチャーの聖地”として知られるマンハッタンレコード。そのマンハッタンレコード

を運営している株式会社レキシントンでは、以前は販売管理・発注管理・在庫管理・ECサイトのそれぞ

れが別のシステムで運用され、売上管理などに時間がかかっていた。そこでこれらのシステムをPCAで

一元化。MIX CDなど商品名が無限に広がる音楽商材も、PCAならではの汎用データの柔軟な受け入れ

によって処理している。PCAでシステムを一元化したことで得られたメリットは大きいと同社は語る。

株式会社 レキシントン
□所在地︓〒150-0042 東京都渋谷区宇田川町10-1 木船ビル
□設立年月日︓1991年5月24日
□従業員数︓15名
□資本金︓1,735万円
□業務内容︓○アナログレコード、CD、DVD等の制作・販売ならびに輸出入
                ○アーティスト等の育成・マネージメント
                ○音楽等に関するイベントの企画・制作・興業ならびにその企画の販売
□URL︓http://manhattanrecords.jp/

株式会社 レキシントン

PCAクラウド 導入事例

○PCA クラウド イニシャルʼ0ʼプラン （Type12 10CAL）
   ・PCA 商魂 9V.2R7 for SaaS
   ・PCA 商管 9V.2R7 for SaaS

マンハッタンレコードは、1980年の創業以来、渋谷を
本拠地にHip Hop／R&Bの専門店として常にトレンドを
発信するレコード／ブラックミュージックの聖地です。

現在はCD・レコード等の販売のほか、株式会社レキシン
トンとして、アーティストやタレントのマネジメント部
門も設置しています。



渋谷区宇田川町で“レコードの聖地”とし
て長年存在感を放っているマンハッタンレ
コード。レコード文化の代表として、そして
渋谷文化の立役者の一人としても知られる
マンハッタンレコードには、連日多くの音
楽好きが訪れる。店内には希少価値の高い
レコードはもちろん、MIX CDやDJグッズ
など様々な商品が並んでいる。このマン
ハッタンレコードを運営しているのが株式
会社レキシントンだ。店舗の運営の他、EC
サイトの運営、チケットの販売なども行っ
ている。

同社では以前、販売管理・発注管理・在庫
管理・ECサイト管理において、それぞれ異
なる複数のシステムを導入していた。もち
ろんソフトも違えば、その操作も違う。商品
マスターもそれぞれのシステムによって異
なる状況だった。
「例えば最初に販売管理システムで商品

マスターを登録したら、次はECサイトを管
理しているシステムにマスターを移行する
という手順を踏んでいたため、複雑で時間
もかかっていました。これには理由があり
ます。当社の場合はMIX CDなども販売し
ており、そのトラックリストの曲のタイト
ルが商品名となり、つまり何万通りもの商
品名、しかもそれぞれが長い商品名となっ
てしまいます。そのため当時の販売管理シ
ステムでは商品マスターに対応できないこ
とも多々あり、そこでECサイトの商品マス
ターを利用するという方法を取っていまし
た」（通信販売部 太田真孝氏）

複数のソフトやシステムを同時に運用し
ていることで困ったのは、商品マスターの
管理や処理の複雑さ、それによるミスの発
生だけではない。それぞれのシステムにお
いてメンテナンスも必要になることだった。

「同時にいくつものシステムを動かしてい
ると、それに付随してメンテナンスもシステ
ムの数×パソコンの台数分必要になりま
す。それぞれのシステムごとに異なる時期
に定期的にメンテナンスをかけなければ
ならず、これが結構大きな負担になってい
ました。そんな折、当時の販売管理システム
のサポートが切れることになり、当社のシ
ステム全般の管理をお任せしていたシース
リー株式会社に、当社にもっとも適した運
用システムがないのかを相談し、PCAを提
案されました」（太田氏）

○同時に動く複数のシステム。
   これを一元化し、確実に管理
   ・運用できるシステムにしたい

導入前の運用と課題

株式会社レキシントンが新しいシステム
を導入するうえでこだわったのは主に次の
3点になる。①以前のシステムの中心になっ
ていた販売管理システムに近い運用がで
きること。②店舗・ECサイトも含めて販売
管理・発注管理・在庫管理のデータを連携
できること。③できるだけメンテナンスの
負担を軽減できること。この3つを解決す
るために、現在同社では『PCA商魂9V.2R7 
for SaaS』『PCA商管9V.2R7 for SaaS』が
導入され、10台の同時接続によって各拠点
と本社とのデータ連携にも成功している。

「実際にPCA導入後は大きな問題もなくス
ムーズに運用できています」と同社からの
評価も高い。

太田氏は以前の販売管理・在庫管理シス
テムとの大きな違いとして、まずは「データ
の抽出時間の大幅な短縮」を挙げている。
「データのエクスポート時間が圧倒的に

短くなりました。例えば以前は在庫情報を
かき出すのに、丸一日の時間を見ておく必
要がありました。さらにその間、データを抽
出しているパソコンでは何もできない状況
です。そのため退勤前に在庫情報のエクス
　

○在庫情報のエクスポートにか
   かる時間は、一晩から約1時間
   へと圧倒的に短縮

導入後のメリット

株式会社 レキシントン
通信販売部
太田 真孝 氏

シースリー株式会社
代表取締役
大沼 義孝 氏

※1）︓2012年10月に『PCA for SaaS』
から『PCAクラウド』へ名称を変
更いたしました。



株式会社 レキシントン

ポートを開始して、翌日出社してそのデー
タを確認していました。それが今は1時間も
かからずにできています。一晩から1時間
への短縮です」（太田氏）

同社の商品マスターの数は約70,000～
80,000個にも及ぶ。そのため以前のシステ
ムでは一晩の時間がかかっており、PCA導
入前にはマスターの整理も行った。それで
も約70,000個以上という件数は変わって
いない。
「今も毎週80個ぐらい商品マスターが増

えています。以前なら棚卸し前は前日から
かき出しの処理を進めていましたが、今は
その必要もありません」（太田氏）

「株式会社レキシントン様の場合、商品名
が長いものが多いです。MIX CDなどは曲
のタイトルを全て入力しなければならず、

『PCA商魂9V.2R7』『PCA商管9V.2R7』内だ
けの機能ではそれらの商品名に対応するの
が難しく、商品名のデータをいったん外付
けのソフトで処理し、それをCSVデータとし
て『PCA商魂9V.2R7』『PCA商管9V.2R7』に
インポートするフォローアップを行っていま
す」（シースリー株式会社 代表取締役 大沼
義孝氏）

マンハッタンレコード 外観

○汎用データの柔軟な受け入れ
   によって、音楽商材ならでは
   の長い商品名にも対応

○充実した在庫管理メニューに
   よって実在庫・帳簿在庫の管
   理も容易に

他にも以前のシステムより便利になった点
として次のような在庫管理の確実性も挙げ
られている。以前は発注の履歴と仕入の履歴
を確認するためには、それぞれに別のソフト
を立ち上げる必要があったが、今は『PCA商
管9V.2R7』によって一目瞭然で発注・仕入の
履歴を確認できる。

レコードを保管している箱には、ショ
ップのロゴがデザインされている。オ
ンラインストアでは、ロゴがデザイン
されたオリジナルグッズも販売中。

システム概況図

・実績データ等
    の照会

・出荷指示

・商品マスター
・仕入データ

・商品マスター
・在庫データ

①以前は別々のシステムで運用していた販売・在
庫システムを、PCA製品を利用し、業務システ
ムをスムーズに見直し。

②クラウドによって各拠点や自宅からも同時に
入力可能。売上など最新の会計データを共有。
メンテナンスの負担も軽減。

③確実な実在庫・帳簿在
庫の確認。

【物流センター】

・売上データ

・売上データ

・商品マスター

・在庫データ

【商品】

○毎朝在庫をチェック
○約70,000個の商品マス

ターを問題なく処理。

・受注データ

出荷データ
を元に作成

JAN コード
商品略称

 ↓
商品コード

商品名で取り込み

【店舗】 【自宅】

【ECサイト】

音楽商材特有の商品管理のために、
商品マスターを中心としたサブシステム。

◇曲名   ◇アーティスト名
◇ジャケット写真
◇バーコードデータ作成

◇商品名（正式名）
◇発注管理
◇入庫管理
◇出庫管理

変換ツールシステム

在庫一覧表

（PCA for SaaS）

 同社にとって大きな課題となっていた商
品名の長さだが、『PCA商魂9V.2R7』『PCA
商管9V.2R7』は柔軟に汎用データを受け入
れできるため、シースリー株式会社の開発し
た外付けのソフトを利用して対応している。



株式会社 レキシントン

※会社名と製品名は、それぞれ各社の登録商標または商標です。
※記載内容は取材当時の情報を元に作成しております。現在とは内容が異なる場合がございますのでご了承ください。 2016.06.01

TEL.03(5211)2700 FAX.03(5211)2740本社 〒102-8171 東京都千代田区富士見1-2-21 PCAビル

ピー・シー・エー株式会社 Since 1980.8.1

今後の展望として、現在CSVデータで処
理している長い商品名の処理を、『PCAク
ラウドAPI』でコンパクトに操作できる方法
などが検討されている。
「まだ検討段階ですが、クラウドAPIにす

ることで、CSVデータの取り扱いで起こり
がちなちょっとしたミスを防ぐことができ
ます。システムをコンパクトにすることもメ
リットの一つですが、ちょっとしたデータ
の行き違いによるミスを、APIなら防げる
点は大きいと思います」（大沼氏）
「PCA製品を導入してから、仕入予測や

仕入実績確認、売上分析などを使って、予
測して販売する分析時間は短縮できたと思
います。そういう意味では経営判断のス
ピーディー化にも繋がったと言えるのかも
しれません。当社は今なおアナログレコー
ドの根強いファンによって支えられてお
り、海外からの発注もあります。デジタル
にはないアナログだけの良さに、もっと多
くの人に触れてもらえたらうれしいです。
よいものを次の世代に引き継いでいけれ
ばうれしいです」（太田氏）

今後の展望と課題

の軽減は本当に大きいと思います」（大沼
氏）
「以前は複数の拠点からリモートアクセ

スによって社内のサーバーにアクセスして
いましたが、入力できるパソコンが限定さ
れるなどの不便もありました。しかし今は
同時接続台数による利用なので、ソフトを
インストールさえしていればパソコンを選
びません。私もクラウドを利用して自宅か
ら作業を行うこともあります」（太田氏）

マンハッタンレコード HP
http://manhattanrecords.jp/

「また以前は取引先からの請求書と当社
の未払い残高の差異を、それぞれのシステ
ムを開いて一つひとつの項目を追っていく
しかなかったのですが、今は未払金残高表
を開くと何が未払いになっているのかを瞬
時に知ることができます。かつてはオンラ
インの在庫・店舗の在庫・センターの在庫
の数が合わないこともあったのですが、こ
れもPCA導入によってある程度解決できて
います」（太田氏）
『PCA商管9V.2R7』の在庫受払帳では、

明細データをすぐに確認・修正できる機能
も搭載されている。仮に在庫の受払いで不
明点があれば、売上伝票・仕入伝票・仮出荷
伝票などの確認したいデータに次々とズー
ムインでき、無駄な操作もなく詳細なデー
タをスピーディーに参照できる。在庫期間
の集計や在庫の順位表など、在庫管理のメ
ニューが充実しており、以前のシステムに
比べて使いやすいと評価されている。

同社のシステム管理を長年担当してきた
大沼氏（シースリー株式会社）は、「クラウド
導入によるメリットも大きい」と語る。
「『PCA商管9V.2R7』には豊富で便利な

在庫管理のメニューが搭載されています
が、今や多くの在庫管理ソフトが機能を充
実させています。そこで今回のPCA導入に
よって、“PCAにしかできないこと”としてや
はり『PCAクラウド』の力は大きいと思いま
す。当初レキシントン様はメンテナンスの
大変さを解決したいという要望もお持ちで
したが、『PCAクラウド』はサーバーを自社
内に置かないためサーバーメンテナンスは
発生しません。一元化もしており、業務負荷
　

○『PCAクラウド』によってメン
   テナンスの負担から解放




